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　馬瀬川上流で 6 月 2 日、地元
NPO 法人による川下りと沢のぼ
りのガイドを養成する講座が開
かれました。市内外から 10 人が
参加し、馬瀬川の素晴らしさと
楽しさを体感しました。

涼しいぞ！楽しいぞ！
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市
内
の
病
院
や
診
療
所
で
は
、
患

者
さ
ん
の
病
気
や
け
が
の
症
状
に

よ
っ
て
連
携
を
と
り
あ
い
な
が
ら
治

療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

正
し
い
医
者
へ
の
か
か
り
方
を
身

に
つ
け
る
こ
と
で
、
こ
の
地
域
の
医

療
レ
ベ
ル
や
医
療
体
制
を
高
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

病
診
連
携
を
ご
存
じ
で
す
か

　

病
診
連
携
と
は
「
地
域
医
療
連

携
」
の
こ
と
で
、
か
か
り
つ
け
医

と
地
域
の
病
院
が
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
皆
さ
ん
に
安
心
で
き
る
医

療
の
提
供
を
め
ざ
す
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
と
は
、
自
分
の

健
康
管
理
を
し
て
く
れ
る
身
近
な

医
師
の
こ
と
。
ふ
だ
ん
は
か
か
り

つ
け
医
に
診
察
を
し
て
も
ら
い
ま

す
が
、
診
療
に
よ
り
専
門
的
な
検

査
や
治
療
が
必
要
と
な
れ
ば
、
必

要
な
情
報
を
添
え
て
、
そ
の
病
気

に
あ
っ
た
病
院
や
専
門
医
を
紹
介

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
の
診
療
所

（
開
業
医
）
と
病
院
が
患
者
の
医

療
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
的

確
な
医
療
を
提
供
し
，
待
ち
時
間

や
同
じ
検
査
の
繰
り
返
し
な
ど
を

省
く
の
が
、地
域
医
療
連
携
で
す
。

　

市
医
師
会
（
近
藤
靖
士
会
長
）

で
は
毎
月
１
回
、
下
呂
温
泉
病
院

で
学
術
講
演
会
や
症
例
検
討
会
等

の
勉
強
会
を
開
催
。
診
療
所
や
病

院
の
医
師
が
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
交
流
を
深
め
、
病
診
連
携
の
推

進
に
努
め
て
い
ま
す
。

﹇　
特
集
・
病
診
連
携
と
休
日
診
療
所　
﹈

ま
ず
は
、か
か
り
つ
け
医
へ

　

信
頼
で
き
る
か
か
り
つ
け
医
が

あ
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
体
調
の

変
化
も
気
軽
に
相
談
で
き
、
病
気

の
早
期
発
見
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。「
か
か
り
つ
け
医
」を
決
め
て
、

健
康
に
つ
い
て
の
最
初
の
相
談
役

と
し
て
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
病
状
が
軽
症
で
あ

れ
ば
ま
ず
か
か
り
つ
け
医
に
見
て

い
た
だ
き
、
高
度
な
手
術
や
入
院

が
必
要
な
場
合
で
、
か
か
り
つ
け

医
で
は
対
応
が
困
難
な
場
合
は
病

院
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
も
ら
う

の
が
望
ま
し
い
の
で
す
。

病
院
、
診
療
所
、

住
民
に
よ
る

信
頼
の
輪
を

2007.7 GERO  2



　

診
療
所
で
は
、
わ
ず
か
で
も
疑
わ
し

い
所
見
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
病
院
へ
紹
介

状
と
と
も
に
送
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
定
期
的
に
高
度
な
検
査
は

随
時
、
病
院
に
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

病
院
は
入
院
治
療
や
精
密
検
査
、
救

急
医
療
を
、
診
療
所
は
軽
微
な
疾
病
の

治
療
や
重
篤
な
疾
病
の
予
防
・
早
期
発

見
、
血
圧
や
血
糖
な
ど
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
な
ど
病
院
の
外
来
の
役
目
を
果
た
す

べ
き
で
す
。
病
院
と
診
療
所
の
役
割
分

担
を
明
確
に
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も

理
解
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
何
か
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
診
療
所
に

相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
病
院
と
診
療
所
の

　

役
割
分
担
を
明
確
に
」

下
呂
市
医
師
会　

近
藤
靖
士　
会
長

休
日
は
「
休
日
診
療
所
」
の
利
用
を

　

こ
れ
ま
で
休
日
診
療
は
、
市
医

師
会
が
在
宅
当
番
医
制
で
北
部
と

南
部
の
２
か
所
の
医
療
機
関
で
診

察
を
受
け
付
け
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
診
療
所
で
対
応
で
き
る
人
で

あ
っ
て
も
、
病
院
へ
直
行
す
る
人

が
多
く
「
１
日
在
宅
し
て
い
て
も

ま
っ
た
く
患
者
の
来
な
い
日
も

あ
っ
た
」
と
い
い
ま
す
。
一
方
、

日
曜
や
夜
間
の
救
急
の
多
く
を
引

き
受
け
る
下
呂
温
泉
病
院
で
は
、

外
来
・
入
院
の
両
方
の
患
者
を
診

る
こ
と
に
な
り
「
医
師
の
心
の
負

担
は
大
き
い
」
と
い
い
ま
す
。　

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、市
で
は
、

市
医
師
会
、
薬
剤
師
会
の
協
力
を

得
て
、
休
日
で
も
急
病
の
場
合
に

は
、
診
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
７

月
か
ら
「
休
日
診
療
所
」
を
下
呂

市
民
会
館
内
に
開
設
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
（
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
）。

安
心
の
シ
ス
テ
ム

　

下
呂
温
泉
病
院
は
南
飛
騨
地
域

の
中
核
病
院
と
し
て
高
度
医
療
、

救
急
医
療
（
二
次
救
急
）
の
役
割

を
、
金
山
病
院
も
救
急
医
療
（
二

次
救
急
）
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
地
域
の
診
療
所
は
皆
さ
ん
の
身

近
な
お
医
者
さ
ん
と
し
て
存
在

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し
合
っ
て

こ
の
地
域
の
医
療
を
支
え
て
い
ま

す
。

　
「
か
か
り
つ
け
医
や
休
日
診
療

所
に
相
談
し
て
、
そ
の
紹
介
で
病

院
に
か
か
る
」
こ
と
で
、
病
院
や

診
療
所
の
本
来
の
機
能
を
維
持
・

発
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
必
要

な
人
に
集
中
的
な
治
療
が
で
き
る

こ
と
は
、
患
者
さ
ん
の
安
心
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

安
心
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

普段の診療はかかりつけ医に

患者 かかりつけ医

医師

県立下呂温泉病院　市立金山病院

予約票、紹介状を持って
精密検査や、より高度な診断・
診療が必要になった場合

予
約
・
紹
介

報
告
・
連
絡

―　病診連携の仕組み　―

　

病
院
で
は
、
病
状
が
良
く
な
れ
ば
診

療
所
へ
の
逆
紹
介
も
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
お
互
い
の
理
解
と
信
頼
が
あ
る
か

ら
で
す
。
市
内
の
病
診
連
携
は
大
変
う

ま
く
進
ん
で
い
ま
す
。

　

医
師
は
ど
ん
な
患
者
さ
ん
に
も
責
任

を
も
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
集
中

的
な
処
置
が
必
要
な
救
急
患
者
は
最
初

の
１
、２
時
間
が
大
切
。
そ
の
間
、
ほ

か
の
患
者
さ
ん
に
は
待
っ
て
い
た
だ
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
も
医
師
に
と
っ
て
も
よ

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
院
も
で

き
う
る
限
り
協
力
し
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
休
日
診
療
所
を
利
用
し
、
育
て
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
信
頼
で
結
ば
れ
る

　
　
　

病
院
と
診
療
所
」

県
立
下
呂
温
泉
病
院　

山
森
積
雄　
院
長
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７
月
か
ら
下
呂
市
民
会
館（
森
）

内
に
開
設
さ
れ
る「
休
日
診
療
所
」

で
は
、
市
医
師
会
に
所
属
す
る
医

師
が
輪
番
制
で
勤
務
し
、
診
察
を

行
い
ま
す
。

　

７
月
か
ら
の
日
曜
・
祝
祭
日
、

年
末
年
始
、
午
前
９
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
、
医
師
の
ほ
か
看
護
師

２
人
や
薬
剤
師
、
事
務
員
ら
合
わ

せ
て
７
人
が
待
機
し
ま
す
。

　

診
療
科
目
は
、
内
科
・
小
児
科

で
す
。

　

日
曜
祝
日
に
急
病
に
か
か
っ
た

と
き
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
診
察
を
受
け
る
際
に

は
、
事
前
に
電
話
で
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
「
市
政
だ
よ
り
」
に
折
り
込
み

の
「
健
康
だ
よ
り
」
で
は
、
月
ご

と
に
勤
務
医
の
日
程
を
掲
載
し
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
休
日
に
実
施

し
て
い
た
市
医
師
会
に
よ
る
在
宅

当
番
医
の
診
療
は
、
休
日
診
療
所

に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
が

診
察
し
ま
す
。

「
休
日
診
療
所
」
が
ス
タ
ー
ト

﹇　
特
集
・
病
診
連
携
と
休
日
診
療
所　
﹈

写真：（上段右から）阿部親司さん、今
井直人さん、大塚正議さん、大林秀成さ
ん、黒木尚之さん、（下段右から）小池
利幸さん、中田宗彦さん、藤岡均さん、
二村克さん、細江昭比古さん

休日診療所に勤務する医師

７月～９月上旬の当番医一覧
※カッコ内は本務の医療機関名

７
月

１日
（日）

近藤靖士さん
（近藤医院）

８日
（日）

大塚正議さん
（大塚耳鼻咽喉科医院）

15 日
（日）

細江昭比古さん
（市立中原診療所）

16日
（祝）

田中隆平さん
（田中内科クリニック）

22 日
（日）

藤岡均さん
（藤岡医院）

29日
（日）

小池利幸さん
（小池医院）

８
月

５日
（日）

黒木尚之さん
（黒木医院）

12日
（日）

大林秀成さん
（萩原北醫院）

19日
（日）

今井直人さん
（花田医院）

26日
（日）

中田宗彦さん
（中田医院）

９
月

２日
（日）

阿部親司さん
（阿部医院）

９日
（日）

二村克さん
（二村医院）

※当番医は都合により変更となる場
　合があります。

下呂市　休日診療所
◆診療科目　内科 ･小児科の急病患者
◆診　療　日　日曜日と祝日（振替休日も）
　　　　　　年末年始（12/30 ～ 1/3）
◆診療時間　９時～ 15時
◆電話番号　２４－１２００

★必ず、あらかじめ電話をしてお越しください。
★診療の際には必ず保険証等をご持参ください。

〒 ◎ 

○ 

● 

市役所
下呂庁舎 

休日診療所
（下呂市民会館内） 

○ 

●●●
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【　グ　ラ　ウ　ン　ド　の　概　要　】

位　置　下呂市小坂町落合 2376-1
　　　　（落合国有林内）

総面積　102,645㎡ （グラウンド 30,918㎡）

施　設　全天候トラック（6レーン）、
　　　　ウッドチップジョギングコース、
　　　　クレイ系舗装インフィールド　ほか

総事業費　5億7,000万円　―　フォレストコミュ
　　　　ニティー総合整備事業（林野庁補助事業
　　　　国庫補助 50％／県補助 20％）

使用料　個人使用（一般）半日 100 円より
　　　　団体（５人以上）半日 3,000 円より

ホームページ　http://www.city.gero.lg.jp/HP/
　　　　sisetu/taiiku/panorama_2.html

【
開
催
日
・
対
象
・
定
員
】

○
９
月
９
日
（
日
）
一
般
対
象
・
定

員
40
名
（
７
月
25
日
締
切
）

○
10
月
28
日
（
日
）
一
般
対
象
・
定

員
40
名
（
９
月
25
日
締
切
）

【
参
加
費
用
】１
人
１
千
円（
昼
食
代
・

保
険
料
）

【
日
程
】
市
内
７
時
発
〜
御
嶽
パ
ノ

ラ
マ
グ
ラ
ウ
ン
ド
〜
濁
河
温
泉
散
策

〜
飛
騨
御
嶽
高
原
・
尚
子
ボ
ル
ダ
ー

ロ
ー
ド
〜
オ
ケ
ジ
ッ
タ
日
和
田
ゾ
ー

ン
〜
道
の
駅
「
飛
騨
た
か
ね
工
房
」

〜
市
内

【
申
込
方
法
】
往
復
は
が
き
に
、
参

加
を
希
望
す
る
日
と
、
参
加
す
る
人

の
「
住
所
」、「
氏
名
」、「
年
齢
」、「
電

話
番
号
」
を
記
入
し
、
下
記
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。
は
が
き
１
枚
に
つ

き
２
名
ま
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

（
当
日
必
着
・
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
申
込
・
問
合
先
】
〒
５
０
９
・
２
２
９
５

下
呂
市
役
所
企
画
部
秘
書
広
報
課

「
市
政
見
学
バ
ス
」
係

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
２
６
１
）

パ
ノ
ラ
マ
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
見
学

　

国
内
初
の
本
格
的
高
地
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
施
設
と
し
て
、
平
成
17
年

４
月
か
ら
整
備
し
て
き
た
「
御
嶽

パ
ノ
ラ
マ
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
が
完
成

し
、
７
月
15
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

標
高
１
７
０
０
㍍
の
準
高
地
に

位
置
し
た
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

飛
騨
御
嶽
高
原
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
エ
リ
ア
の
濁
河
ゾ
ー
ン
に
位
置

し
、
心
肺
機
能
を
強
化
す
る
高
地

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
絶
好
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
。
御
嶽
山
が
望
め
、
豊
か
な

自
然
環
境
と
濁
河
温
泉
を
周
辺
に

併
せ
持
っ
た
、
精
神
的
な
癒
や
し

も
提
供
で
き
る
施
設
で
す
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
は
15
日
午
前
10
時

30
分
か
ら
。
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
第
一
人
者
で
あ
る
小
林
寛
道
東

京
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
講
話
ほ

か
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
走
り
始
め

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

走
り
始
め
は
ス
ズ
キ
自
動
車
陸

上
部
ほ
か
、
中
京
高
校
と
益
田
清

風
高
校
の
各
陸
上
部
員
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
、
一
般
の
希
望
参
加
者
と

と
も
に
４
０
０
㍍
ト
ラ
ッ
ク
を
２

周
し
ま
す
（
雨
天
時
の
会
場
は
御

嶽
少
年
自
然
の
家
体
育
館
）。

　

完
成
に
伴
い
、
15
日
午
後
か
ら

19
日
ま
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
無
料

開
放
さ
れ
ま
す
。

御
嶽
パ
ノ
ラ
マ

グ
ラ
ウ
ン
ド

オ
ー
プ
ン

　
7
15

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用･

予
約

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

教
育
委
員
会
・
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
52
・
２
９
０
０
（
内
線
５
３
３
）
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で
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発

揮
し
、
規
律
や
安
全
性
、
迅
速
性

な
ど
の
操
法
技
術
を
競
い
合
い
ま

し
た
＝
写
真
。

　

競
技
の
結
果
、
萩
原
方
面
隊
第

２
分
団
第
２
部
が
優
勝
。
８
月
５

日
に
笠
松
町
で
開
催
さ
れ
る
第
56

　

６
月
17
日
、
あ
さ
ぎ
り
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
第
４
回
下
呂
市
消
防
操
法

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
旧
町
村
で
組
織

さ
れ
る
各
方
面
隊
か
ら
計
14
チ
ー

ム
が
参
加
。
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

萩原方面隊第２分団
第２部が県大会へ

市消防操法大会

回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場

し
ま
す
。
市
大
会
お
よ
び
各
方
面

の
大
会
に
お
け
る
上
位
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

 

【
消
防
本
部
・
消
防
総
務
課
】

萩
原
方
面
隊
第
２
分
団
第
２
部

（
上
上
呂
）
○
熊
崎
恵
一
、
①
青

木
聡
幸
、
②
奥
田
憲
、
③
小
池
章
、

④
中
田
達
也

優
勝

３
位

準優
勝

▼
第
４
回
市
消
防
操
法
大
会

①
萩
原
方
面
隊
第
２
分
団
第
２
部
、
②

萩
原
方
面
隊
第
５
分
団
第
２
部
、
③
下

呂
方
面
隊
第
１
分
団
第
３
部

②
第
２
分
団
、
③
第
１
分
団
▽
ポ
ン
プ

車―

①
第
１
分
団
第
１
部
、
②
第
３
分

団
、
③
第
１
分
団
第
２
部

　

萩
原　
（
６
月
３
日
・
あ
さ
ぎ
り
グ

ラ
ウ
ン
ド
）
小
型
ポ
ン
プ―

①
第
４
分

団
第
２
部
、
②
第
６
分
団
第
２
部
Ａ
、

③
第
５
分
団
第
４
部
▽
ポ
ン
プ
車―

①

第
２
分
団
第
２
部
、
②
第
５
分
団
第
２

部
、
③
第
２
分
団
第
１
部

　

下
呂　
（
６
月
３
日
・
竹
原
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
）
小
型
ポ
ン
プ―

①
第
２

分
団
第
４
部
、
②
第
４
分
団
第
１
部
、

③
第
２
分
団
第
３
部
▽
ポ
ン
プ
車―

①

第
１
分
団
第
３
部
、
②
第
１
分
団
第
２

部
、
③
第
４
分
団
第
２
部

　

金
山　
（
６
月
３
日
・
金
山
市
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
）
小
型
ポ
ン
プ―

①
第
４
分

団
第
２
部
、
②
第
２
分
団
第
１
部
、
③

第
４
分
団
第
１
部
▽
ポ
ン
プ
車―

①
第

２
分
団
第
３
部
、
②
第
２
分
団
第
２
部

萩
原
方
面
隊
第
５
分
団
第
２
部

（
萩
原
中
）
○
中
川
敬
久
、
①
小

池
強
之
、
②
田
口
剛
、
③
中
野
鉄

平
、
④
岩
佐
好
章

下
呂
方
面
隊
第
１
分
団
第
３
部

（
森
）○
野
村
嘉
宏
、①
田
口
和
平
、

②
山
内
篤
士
、
③
山
下
博
司
、
④

鎌
倉
宏

指

　

平
成
15
年
度
か
ら
事
業
着
手
し

て
い
た
農
業
集
落
排
水
事
業
湯
屋

処
理
区
の
湯
屋
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
小
坂
町
赤
沼
田
）
が
完
成
し
、

５
月
30
日
に
完
成
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
＝
写
真
。
６
月
１
日
か
ら

供
用
開
始
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
小
坂
町
の
赤
沼

田
、
湯
屋
、
落
合
、
大
洞
（
鹿
山
、

中
重
除
く
）
地
区
の
ほ
ぼ
全
域
の

汚
水
処
理
を
行
う
も
の
で
、
１
日

の
平
均
処
理
汚
水
量
は
６
８
６
立

方
㍍
。
周
り
の
環
境
に
配
慮
し
た

臭
気
を
抑
え
る
汚
泥
改
質
機
構

設
備
を
備
え
、
総
事
業
費
は
約

17
億
１
千
６
百
万
円
で
す
。

【
水
道
環
境
部
・
水
道
料
金
課
】

「
湯
屋
浄
化
セ
ン
タ
ー
」

小
坂
町
赤
沼
田
に
完
成

指

指

▼
各
地
域
の
大
会

　

小
坂　
（
５
月
27
日
・
小
坂
ふ
れ
あ

い
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
小
型
ポ
ン
プ―

①
第

１
分
団
第
１
部
第
３
班
、
②
第
１
分
団

第
１
部
第
２
班
、
③
第
１
分
団
第
２
部

▽
ポ
ン
プ
車―

①
第
２
分
団
第
１
部
、

②
第
２
分
団
第
２
部
、
③
第
３
分
団
第

２
部

　

馬
瀬　
（
５
月
27
日
・
馬
瀬
憩
い
の

広
場
）
小
型
ポ
ン
プ―

①
第
３
分
団
、
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情
報
化
社
会
の
中
で
、
テ
レ
ビ

放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
の
環
境
に
お
け

る
地
域
の
情
報
格
差
の
解
消
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
今
年
度
か
ら

「
下
呂
市
放
送
通
信
基
盤
整
備
事

業
」
に
着
手
。
既
に
整
備
済
み
の

金
山
地
域
を
除
く
市
内
全
域
に
、

５
年
を
か
け
て
光
フ
ァ
イ
バ
を

使
っ
た
放
送
・
通
信
網
を
張
り
巡

ら
し
ま
す
。
今
年
度
は
下
呂
・
萩

原
地
域
の
一
部
と
馬
瀬
地
域
で
工

事
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

　

事
業
着
手
に
あ
た
り
、
５
月
31

日
に
下
呂
市
民
会
館
で
、
市
内
の

家
電
機
器
販
売
店
や
電
気
工
事
店

な
ど
事
業
者
を
対
象
に
し
た
説
明

会
を
実
施
。
65
名
の
参
加
者
に
対

し
、事
業
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

各
家
庭
の
屋
内
工
事
や
機
器
の
取

り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
６
月
５
日
の
桜
洞
公
民

館
で
の
開
催
を
皮
切
り
に
、
今
年

度
工
事
を
行
う
地
区
を
対
象
に
し

た
住
民
説
明
会
を
開
き
＝
写
真
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
基
本
的
な
話
か
ら
整
備
事

業
の
本
旨
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
加

入
に
関
す
る
説
明
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

住
民
説
明
会
は
７
月
５
日
ま

で
、
萩
原
、
下
呂
、
馬
瀬
の
各
地

域
の
計
23
か
所
で
開
催
し
ま
す
。

【
企
画
部
・
情
報
課
】

放
送
・
通
信
基
盤
整
備
事
業

事
業
者
向
け
、
住
民
向
け
の
説
明
会
を
開
催

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、
地
域
の
中

で
人
権
侵
害
が
起
き
な
い
よ
う
に

見
守
り
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
に
関
し
て
、
悩
ん
で
い
る

こ
と
や
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
気
軽
に
近
く
の
人
権
擁
護

委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

市
で
は
人
権
問
題
の
多
様
化
に

対
応
す
る
た
め
、
７
月
か
ら
４
名

を
増
員
。
次
の
12
名
体
制
で
活
動

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

萩
原
▽
河
瀬
秀
昭
（
萩
原
）、
今

井
明
美
（
上
呂
）、竹
田
和
貴
（
山

之
口
）

小
坂
▽
住
英
明
（
小
坂
町
）、
小

林
美
惠
子
（
湯
屋
）

下
呂
▽
桂
川
榮
男
（
森
）、
熊
﨑

文
子
（
宮
地
）、
中
島
孝
（
森
）

金
山
▽
藤
原
由
美
子
（
岩
瀬
）、

矢
島
錠
之
助
（
菅
田
笹
洞
）、
下

村
和
子
（
金
山
）

馬
瀬
▽
下
谷
勝
則
（
数
河
）

【
市
民
部
・
市
民
課
】

人
権
擁
護
委
員
が
12
名
体
制
に

多
様
化
す
る
人
権
問
題
に
対
応
し
４
名
を
増
員

　

文
化
財
保
護
巡
視
員
は
市
指
定

文
化
財
の
保
護
・
管
理
状
況
の
巡

視
な
ど
を
行
い
ま
す
。
６
月
６
日

に
星
雲
会
館
で
、
文
化
財
保
護
巡

視
員
会
議
を
開
催
。
新
任
１
名
を

含
む
次
の
15
名
の
方
を
委
嘱
し
ま

し
た
（
敬
称
略
、
○
は
新
任
）。

萩
原
▽
伊
藤
隆
、
今
井
久
是
、
三

島
政
士
、
福
井
清
司

小
坂
▽
伊
藤
和
孝
、
石
丸
恭
則
、

大
江
真
人

下
呂
▽
今
井
健
郎
、
田
口
輝
好
、

○
徳
原
源
兵
衛

金
山
▽
加
藤
節
雄
、
日
下
部
格
、

亀
山
武
男

馬
瀬
▽
小
池
清
次
、
野
村
敏
弘

【
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
】

文化財保護
巡視員15名

を委嘱

　

下
呂
温
泉
ま
つ
り
２
日
目
、

８
月
２
日
に
行
わ
れ
る
「
芸
妓

（
げ
い
ぎ
）
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
」

で
「
湯
の
華
み
こ
し
」
の
担
ぎ

手
が
着
る
法
被
の
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
が
、
６
月
15
日
、
下

呂
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
全
国
か
ら

３
７
８
点
の
応
募
が
あ
り
、
審

査
の
結
果
、
愛
知
県
三
好
町
の

西
川
郁
代
さ
ん
の
作
品
＝
写
真

＝
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
現
在
「
湯
の
華
み
こ

し
」
の
担
ぎ
手
を
募
集
中
。
参

加
希
望
の
方
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

【
観
光
商
工
部
・
観
光
課
】

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
５
８
）

「湯の華みこし」の
法被デザイン決定
担ぎ手を募集中
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下
呂
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
米

国
ア
ラ
ス
カ
州
ケ
チ
カ
ン
市
と
、

同
フ
ロ
リ
ダ
州
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
市

の
中
学
生
訪
問
団
が
、
そ
れ
ぞ
れ

６
月
７
日
に
市
役
所
下
呂
庁
舎
を

訪
問
し
ま
し
た
。
訪
問
団
に
は
山

田
市
長
か
ら
友
好
市
民
証
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

ケ
チ
カ
ン
市
か
ら
は
６
月
４
日

〜
17
日
の
日
程
で
、
中
学
生
11
人

と
引
率
者
４
人
が
下
呂
市
を
訪

問
。金
山
地
域
の
小
中
学
校
ほ
か
、

竹
原
中
、
竹
原
小
を
訪
れ
児
童
・

生
徒
と
交
流
会
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
市
か
ら
は
同
５

日
〜
17
日
に
中
学
生
15
人
と
引
率

者
５
人
が
来
市
。
宮
田
小
や
萩
原

北
中
、
萩
原
南
中
の
児
童
・
生
徒

と
交
流
し
ま
し
た
。

 

【
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
】

市長から友好市民証を受け取るケチ
カン市の訪問団員

市長と握手を交わすペンサコーラ市
のマイケル ･デニス訪問団長

海外姉妹都市から
訪問団来市
市内の小中学生と交流

■
池
畑
さ
ん
に
高
齢
者
叙
勲

　

４
月
１
日
付
で
、
元
小
坂
町
議

会
議
員
の
池
畑
正
訓
さ
ん
（
小
坂

町
坂
下
）
が
、
高
齢
者
叙
勲
で
旭

日
単
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

 

【
総
務
部
・
総
務
課
】

■
市
長
訪
米
の
間
、
副
市
長
が

　

職
務
代
理
者
に

　

米
国
ア
ラ
ス
カ
州
ケ
チ
カ
ン
市

と
の
、
国
際
姉
妹
都
市
交
流
20
周

年
記
念
式
典
へ
の
参
加
の
た
め
、

７
月
２
日
か
ら
７
日
ま
で
の
６
日

間
、
市
長
が
訪
米
し
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
期
間
中
は
副
市
長
が
職

務
代
理
者
と
な
り
ま
す
。

 

【
総
務
部
・
総
務
課
】

■
第
１
回
市
農
林
水
産
業
祭

　

11
月
10
日
、
11
日
に
開
催

　

５
月
31
日
に
下
呂
市
農
林
水
産

業
祭
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
市

内
一
円
の
農
林
水
産
業
祭
を
11
月

10
日
、
11
日
に
開
催
す
る
こ
と
と

決
ま
り
ま
し
た
。 

【
農
林
部
】

■
下
呂
温
泉
宿
泊
者
が
増

　

平
成
18
年
度
下
呂
温
泉

宿
泊
調
査
の
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
昨
年
度
下

呂
温
泉
に
は
、
前
年
度
比

４
万
３
７
５
４
人
増
の

１
１
２
万
６
４
２
７
人
の

宿
泊
者
が
あ
り
ま
し
た
。

 

【
観
光
商
工
部
・
観
光
課
】

「
命
の
ふ
れ
あ
い
講
座
」
を

全
中
学
校
で
開
催
中

　

子
育
て
中
の
親
と
の
対
話
や
乳

幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い
の
体
験
な
ど

を
通
し
て
、生
命
の
大
切
さ
や
親
・

家
庭
の
あ
り
方
や
役
割
に
つ
い
て

学
ぶ
「
下
呂
市
命
の
ふ
れ
あ
い
講

座
」
を
、
市
内
全
中
学
校
の
３
年

生
を
対
象
に
４
回
に
わ
た
っ
て
開

催
し
ま
す
。

　

下
呂
市
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

推
進
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
子

育
て
に
関
係
す
る
個
人
・
団
体
と

「
命
の
ふ
れ
あ
い
講
座
」
を

全
中
学
校
で
開
催
中

協
力
・
連
携
。
６
月
中
旬
か
ら
７

月
中
旬
ま
で
、
第
１
回
の
講
座
を

各
中
学
校
で
行
っ
て
い
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
】6 月 18 日、下呂中学校での様子

　

東
京
都
新
宿
区
歌
舞
伎
町
に
つ

く
ら
れ
る
、
地
方
の
物
産
品
を
販

売
す
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ふ

ら
っ
と
新
宿
・
歌
舞
伎
町
店
」
に

下
呂
市
が
参
加
し
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
新

宿
区
が
運
営
。
空
店
舗
を
活
用
し

て
、
フ
リ
ー
タ
ー
や
身
体
障
が
い

者
な
ど
の
就
労
機
会
の
場
を
創
出

し
よ
う
と
す
る
事
業
の
一
環
で

す
。
７
月
15
日
オ
ー
プ
ン
の
今
回

の
店
は
、下
呂
市
を
含
め
宮
崎
県
、

山
形
県
な
ど
７
つ
の
県
と
市
が
参

加
し
ま
す
。

【
観
光
商
工
部
・
商
工
課
】

新
宿
に
下
呂
市
の
特
産
品
が

◆平成 19 年度全国高等学校総合体育大会
　（7月28日～8月20日・佐賀県内）に出場
今井沙紀さん（乗政・飛騨神岡３年）登山
熊崎悠太さん（湯之島・高山西２年）アーチェリー
二村亮次さん（森・岐阜農林３年）バスケットボール
古田貴則さん（御厩野・同３年）　　同
加藤嵩大さん（金山町渡・同２年）　同
曽我早絢さん（野尻・近江１年）バレーボール
※ 6月 15 日現在市教育委員会スポーツ課把握分

山本純平くん、西すみれさん、中矢仁衣奈さん、
熊崎将太郎くん、森拓哉くん、西くるみさん
（以上中切小学校）、監督・田中敬さん

◆平成 19 年度全国高等学校総合体育大会
　（7月28日～8月20日・佐賀県内）に出場
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夏
７
月
21
日
〜
８
月
26
日

ふ
る
さ
と
の
夏
ま
つ
り

　

下
呂
温
泉
合
掌
村
。
詳
し
く
は
本

紙
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
合
掌
村
☎
25
・
２
２
３
９

７
月
21
日
〜

下
呂
温
泉
い
で
ゆ
夜
市

　

19
時
〜
22
時
、
下
呂
温
泉
街
阿

多
野
谷
左
岸
で
。
飲
食
店
ほ
か
民
芸

品
や
無
農
薬
野
菜
な
ど
の
店
舗
が
並

ぶ
。
開
催
日
は
こ
の
ほ
か
７
月
28

日
、
８
月
の
毎
週
土
曜
日
。
８
月
11

日
は
白
鷺
橋
で
歌
塚
歌
謡
祭
を
同
時

開
催
。
○
㈳
下
呂
温
泉
観
光
協
会
☎

24
・
１
０
０
０

７
月
28
日

四
美
ナ
リ
エ
＆
二
胡
の
夕
べ

　

19
時
30
分
〜
22
時
30
分
、
南
ひ
だ

健
康
道
場
で
。
５
千
本
の
ろ
う
そ
く

に
点
灯（
小
雨
決
行
）。中
国
楽
器「
二

胡
」
の
演
奏
会
同
時
開
催
（
入
場
無

　

今
年
も
市
内
各
地
域
で
夏
祭
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
す

（
主
な
も
の
を
左
欄
に
紹
介
）。

　

こ
う
し
た
催
し
は
、
夏
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
だ
け
で
な
く
地
域
づ

く
り
の
原
動
力
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
最
近
は
、
祭
り
を
運

営
す
る
側
や
参
加
す
る
人
員
が
減

少
し
、
そ
の
確
保
が
難
し
く
、
運

営
に
も
苦
慮
さ
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
・
協

！イベント開催に伴う交通規制にご注意く
ださい

　今年も市内では各地で
夏まつりが盛大に開催さ
れます。開催日には交通
規制に伴う混雑が予想さ
れますので、公共交通機
関等ご利用や交通規制予
告情報をご覧の上お越し
ください。
問合先）観光商工部観光課
☎ 24-2222（内線 158）

力
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
若
者
の
力

は
、
今
後
地
域
や
地
元
企
業
の
活

性
化
の
た
め
に
還
元
さ
れ
る
は
ず

で
す
。
事
業
主
や
職
場
の
皆
様
に

は
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め

に
も
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
は
積
極
的

に
参
加
し
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

 

【
観
光
商
工
部
・
観
光
課
】

祭

料
・
整
理
券
必
要
）。
○
南
ひ
だ
健

康
道
場
☎
55
・
０
０
１
０

８
月
１
日
〜
３
日

下
呂
温
泉
ま
つ
り

１
日
▼
龍
神
火
ま
つ
り
。
５
頭
の
竜

が
下
呂
温
泉
街
を
練
り
歩
き
、
白
鷺

橋
で
は
爆
竹
や
た
い
ま
つ
の
火
の
中

を
竜
が
舞
い
踊
り
ま
す
。

２
日
▼
芸
妓
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
。
芸

妓
み
こ
し
を
中
心
に
、
一
般
女
性
参

加
の
湯
の
華
み
こ
し
な
ど
が
温
泉
街

を
練
り
歩
き
ま
す
。

３
日
▼
下
呂
温
泉
花
火
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
夏
公
演
。
20
時
〜
21
時
、
下
呂
大

橋
上
流
で
。
花
火
が
音
楽
に
合
わ
せ

て
打
ち
上
が
り
ま
す
。

○
☎
24
・
２
２
２
２
（
観
光
課
）

８
月
４
日

２
０
０
７
岩
屋
ダ
ム
水
ま
つ
り

　

10
時
〜
16
時
、
岩
屋
ダ
ム
で
。
湖

上
パ
ト
ロ
ー
ル
、
輪
投
げ
大
会
、
金

魚
す
く
い
な
ど
（
入
場
無
料
）。

○
同
ダ
ム
管
理
所
☎
35
・
２
３
３
９

８
月
７
日
、
８
日

ふ
る
さ
と
萩
原
夏
ま
つ
り

７
日
▼
萩
原
商
店
街
で
の
七
夕
祭
り
、

装
飾
コ
ン
ク
ー
ル
ほ
か
。
19
時
〜
。

８
日
▼
太
鼓
が
積
ま
れ
た
み
こ
し
を

は
じ
め
と
す
る
、
干
支
（
え
と
）
み

こ
し
が
御
前
太
鼓
の
演
奏
を
背
に
商

店
街
を
練
り
歩
き
ま
す
。
19
時
〜
。

○
☎
52
・
２
０
０
０
（
萩
原
・
市
民

生
活
課
）

８
月
13
日

横
谷
峡
滝
ま
つ
り

　

11
時
〜
、
横
谷
峡
白
滝
で
。
自
然

と
清
流
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
。
魚
つ

か
み
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
。

○
☎
32
・
２
２
０
１
（
金
山
・
市
民

生
活
課
）

８
月
13
日

飛
騨
金
山
夏
ま
つ
り

　

日
中
か
ら
黄
金
姫
音
楽
祭
。
夜

は
パ
レ
ー
ド
、
花
火
大
会
、
大
盆

踊
り
大
会
と
催
し
満
載
。
○
☎
32
・

２
２
０
１
（
金
山
・
市
民
生
活
課
）

８
月
14
日

飛
騨
小
坂
力
持
小
太
郎
火
ま
つ
り

　

18
時
30
分
〜
、
小
坂
振
興
事
務
所

周
辺
で
。「
力
持
小
太
郎
伝
説
」
に

由
来
。
裸
若
衆
が
み
こ
し
を
担
い
で

練
り
歩
く
ほ
か
、縁
起
物
の
「
力
布
」

が
観
客
に
投
げ
ら
れ
る
。
○
小
坂
町

商
工
会
☎
62
・
２
１
７
６

８
月
15
日

山
之
口
川
清
流
大
漁
祭
り

　

９
時
〜
、
山
之
口
川
の
清
流
広
場

で
。
山
之
口
川
で
魚
釣
り
や
つ
か
み

捕
り
、
宝
探
し
。
○
益
田
川
漁
協
☎

52
・
１
０
３
５

８
月
25
日

馬
瀬
川
花
火
大
会

　

20
時
〜
、
馬
瀬
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
主
会
場
に
。一
尺
玉
の
炎
の
大

輪
と
山
々
に
響
く
爆
音
。
夏
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
る
花
火
大
会
。

○
☎
47
・
２
１
１
１
（
馬
瀬
・
市
民

生
活
課
）

「
イ
ベ
ン
ト
参
加
」
は

　
　
「
地
域
づ
く
り
参
加
」

夏の
イベント
　　紹介

問

問

問

問

問

問問

問

問

問

問
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　濁河温泉にある御嶽登山口
で山開きが行われました。山
田市長ら関係者によるテープ
カットに続き、飛騨小坂獅子
舞保存会のメンバーが登山道
の露払いを務め、夏山シーズ
ンの登山者などの安全を祈り
ました。

御嶽にも夏の訪れ
濁河の登山口で山開き

15
6

　星雲会館で「第３回下呂市吹奏楽祭」が開催
されました。下呂市民吹奏楽団をはじめ益田清
風高校、萩原南、下呂、馬瀬の各中学校の吹奏
楽部など、総勢 120 人が出演して日ごろの練
習の成果を演奏。市民ら約 450 人が詰め掛け、
迫力ある演奏を楽しみました。

練習の成果奏でる
市吹奏楽祭で迫力の演奏

9
6

　上原小学校6年生児童13人が、間
伐や枝打ちを体験する「森林教室」に
取り組みました。児童たちは学校付近
の森林で、地元の林業グループの人た
ちから指導を受けながら、のこぎりで
ヒノキの下枝を払いました。

間
伐
、
枝
打
ち
に
挑
戦
！

上
原
小
児
童
が
森
林
教
室

6
6
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275

岐阜大学位山演習林を
歩くイベントに、約
50 人が参加。山頂ま
での 3kmを約 2時間
かけて歩きました。

馬瀬中学校 1 年生が
13 日から 3 日間「御
嶽研修」に取り組み、
御嶽飛騨頂上への登山
に挑戦しました。

一般、中学生、小学生
のそれぞれの陸上競技
大会が下呂中グラウン
ドで開催され、４００
人が参加しました。

白熱のラリー
下呂温泉いで湯卓球大会

市内の一人暮らしの高
齢者のお宅へ、水道工
事業者が訪問。無料で
水周りの点検を行いま
した。

66

106

小坂中学校の 1 年生
が、水中生物を調べる
「カワゲラウオッチン
グ」に取り組み、川の
水質を調べました。

116

156

176

乗政大滝（落差21m）
の滝開きが行われ、地
元観光関係者などが
シーズン中の安全を祈
願しました。

　「第 1回下呂温泉いで湯卓球大会」が下呂体育館
を会場に開催され、県内外から選手約 250 人が参
加しました。体育館内には 18台の卓球台が並べら
れ、40 ～ 80 歳代の卓球愛好者が白熱したラリー
を繰り広げました。

　講談社の「全国訪問おはなし隊」が
馬瀬中央公民館と下呂市民会館を巡回
しました。隊や地元読み聞かせグルー
プによる紙芝居が披露されたほか、参
加した親子がキャラバンカーに積まれ
た絵本を自由に閲覧しました。

次
は
こ
の
絵
本
読
ん
で
！

絵
本
を
載
せ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
来
市

2
6

1～3
6



下 呂 警 察 署 ☎ 52-0110

◆ドリームバスター④ 宮部みゆき
◆メタボラ 桐野夏生
◆みずうみ いしいしんじ
◆中原の虹③ 浅田次郎
◆Gボーイズ冬戦争 石田衣良
◆寂聴と巡る京都 瀬戸内寂聴
◆秘花 瀬戸内寂聴
◆楊令伝①玄旗の章 北方謙三
◆はらたいらに全部 原ちず子
◆前巷説百物語 京極夏彦
◆通訳 /インタープリター スキ・キム
◆夜想 貫井徳郎
◆中年前夜 甘糟りりこ
◆カシオペアの丘で 上・下 重松　清
◆食い逃げされてもバイトは雇うな 山田真哉
◆切除されて キャディ
◆あおぞらの星 水谷　修
◆イタリアで大の字 小栗左多里 /トニー･ラズロ

◆天国への手紙 江原啓之
◆なぜ日本人は劣化したか 香山リカ
◆ 95 歳へ！ 渡部昇一
◆絶妙な「叱り方」の技術 藤崎雄三
◆人はなぜ簡単に騙されるのか ゆうきとも
◆庭に生きる ケイ山田
◆性犯罪者から子どもを守る 松井茂記
◆天保暴れ奉行 中村彰彦
◆長野殺人事件 内田康夫
◆孫と楽しむ手の仕事 田中周子
◆大人の「品格」が身につく本 知的生活追跡班・編
◆達人おばあちゃんの家事術  PHP 研究所・編
◆環境問題はなぜウソがまかり通るのか                      

武田邦彦
◆がばいばあちゃんの勇気がわく５０の言葉 　
　　　　　　　　　　　　島田洋七
　     その他の新着図書は、各図書室の
　        新着リストをご覧ください。

　目線が合わない、ちゃんと話
が聞けない子どもたち。小児科
医、児童文学者、保育者たちが、
それぞれの現場から、メディア
が育児に与える影響を検証して
いる。テレビやビデオの目や耳
への過剰な刺激、授乳中の携帯
電話。あなたの生活を見直して
みませんか。

『いま、子どもたちがあ
ぶない！』斉藤敦夫／著

問合先）はぎわら図書館 ☎ 52-4800　小坂図書室 ☎ 62-3366　下呂図書室 ☎ 25-2489
　　　　金山図書室 ☎ 32-2449　馬瀬図書室 ☎ 47-2111

主な新着図書

７月の絵本の読み聞かせ

　14　日（土）14:00 ～（星雲会館３階ロビー）
　28　日（土）14:00 ～（ 下 呂 中 央 児 童 館 ）

　

夏
休
み
を
前
に
、
暑
さ
に

よ
る
疲
労
や
行
楽
地
へ
の
レ

ジ
ャ
ー
等
に
よ
る
交
通
事
故
の

多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

４
月
以
降
、
特
に
高
齢
者
の
交

通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

県
民
一
人
ひ
と
り
が
、「
自

分
の
安
全
は
、
ま
ず
自
分
で
守

る
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
交

通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事

故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー

パ
ー
運
転
」、し
て

い
ま
す
か
？

　
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
転
」

と
は
、
自
動
車
で
飲
食
店
に

行
っ
て
飲
酒
す
る
場
合
、
仲
間

同
士
や
飲
食
店
の
協
力
を
得
て

飲
ま
な
い
人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー

パ
ー
）
を
決
め
、
そ
の
人
が
自

動
車
を
運
転
し
て
仲
間
を
安
全

に
自
宅
ま
で
送
り
届
け
る
運
動

で
す
。

　

梅
雨
が

明
け
夏
本

番
を
待
つ

こ
の
季
節
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な
ど
郊
外
で

飲
酒
す
る
機
会
も
増
え
ま
す
。

容
易
に
公
共
機
関
を
利
用
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
を
決
め
る

な
ど
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
図

り
ま
し
ょ
う
。

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動　

７
月
11
日
〜
20
日

「
ゆ
ず
り
あ
う
心
で　
夏
の
交
通
事
故
防
止
」

ロゴマーク
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7/8（日）13:00 ～、18:30 ～
「映画上映会」星雲会館
奥田瑛二監督作品『長い散歩』を上映。
入場無料。
（問）萩原町ボランティア協議会 ☎52-3773（社協）

このコーナーでは、市民グループ
などが主体となって開催するイベ
ントや募集などを紹介します。

7/15（日）10:00 ～
「鑑賞会・たけちゃんのやんちゃ横丁」萩原南部体育館
けん玉・中国ごまなどびっくりするよ
うな芸が見られます。体験遊びも。
（問）益田子ども劇場 ☎ 52-4053

7/22（日）14:30 ～
「ほっとひと息コンサート特別編」星雲会館
ピアノと弦楽器による本格派室内楽の
名曲をお届けします。（有料）

（問）事務局・赤梅 ☎ 24-2161

7/14（土）16:00 ～
「水辺のコンサート＆外国語カラオケ」水辺の館
外国語で日ごろの持ち歌を披露しませ
んか。英語、中国語ほか何語でもＯＫ。
（問）馬瀬川プロデュース ☎ 47-2841

　このコーナーで掲載したい催しなど
がありましたら、下記まで　①イベン
ト名　②日時　③場所　④問い合わせ
先　⑤内容などのコメント（35 文字
以内）　をお知らせください。
【市役所企画部秘書広報課】
　☎　24-2222（内線 263）
　FAX　23-0066
　　　hisyokouhou@city.gero.lg.jp
　なお、紙面に限りがあるため掲載が
できないこともあります。また、営利
目的、政治・宗教活動など、市政だよ
りにふさわしくない内容は載せられま
せん。同一団体による複数回の掲載は
お断りすることがあります。

　

４
月
か
ら
益
田
清
風
高
校
で

生
徒
会
長
を
務
め
て
い
る
奥
田

さ
ん
。
同
校
で
非
行
防
止
や
街

の
美
化
活
動
な
ど
に
取
り
組

む
、「
Ｍ
Ｓ
リ
ー
ダ
ー
ズ
」
の

一
員
で
す
。

　
「
Ｍ
Ｓ
」
は
「
マ
ナ
ー
ズ
（
礼

儀
作
法
）・
ス
ピ
リ
ッ
ト
（
精

神
）」
の
略
称
。
高
校
生
が
自

ら
企
画
し
た
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。「
薬
物
乱
用
防
止
や
自

転
車
の
盗
難
防
止
な
ど
、
啓
発

し
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
も

多
い
で
す
が
、
ま
だ
計
画
中
。

ま
ず
は
身
近
な
校
則
を
し
っ
か

り
守
れ
る
よ
う
、
学
校
の
み
ん

な
に
伝
え
た
い
で
す
」。

（
お
く
だ
・
な
り
み
）

17
歳　

萩
原
町
西
上
田

まずは身近な校則を
守ることから始めたい
益田清風高校ＭＳリーダー　奥田就美さん

　

市
消
防
操
法
大
会
の
優
勝

チ
ー
ム
で
指
揮
者
を
務
め
た
熊

﨑
さ
ん
で
す
が
、「
ホ
ー
ス
延

長
な
ど
出
来
は
よ
く
な
か
っ

た
」と
大
会
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

そ
れ
も
、
あ
く
ま
で
目
標
を

県
大
会
優
勝
に
掲
げ
て
い
た
か

ら
。「
一
昨
年
の
市
大
会
で
県

大
会
出
場
を
逃
し
、
悔
し
く
て

そ
の
時
か
ら
県
大
会
を
目
標
に

練
習
し
て
き
た
」
と
か
。

　
「
市
大
会
の
優
勝
は
番
員
だ

け
で
な
く
、
部
全
体
で
取
り
組

ん
だ
全
員
操
法
の
結
果
。
８
月

５
日
の
県
大
会
も
全
員
操
法
で

優
勝
を
目
指
し
ま
す
。」

（
く
ま
ざ
き
・
け
い
い
ち
）

33
歳　

萩
原
町
上
呂

優勝できたのは
　　　「全員操法」の結果
下呂市消防団萩原方面隊　熊﨑惠一さん

ま
ち
・
ひ
と
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申
込
・
問
合
先　

建
設
部
建
設
課

☎
52
・
２
０
０
０
（
内
線
２
１
５
）

航
空
学
生
ほ
か

自
衛
官
等
を
募
集

次
の
と
お
り
自
衛
官
等
を
募
集

し
ま
す
。
試
験
期
日
等
は
種
目
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
種
目　

航
空
学
生
（
高
卒
、

21
歳
未
満
）、
一
般
曹
候
補
学
生

（
18
歳
以
上
24
歳
未
満
）、
曹
候
補

士
（
18
歳
以
上
27
歳
未
満
）、
２

等
陸
・
海
・
空
士
（
18
歳
以
上
27

歳
未
満
）、
予
備
自
衛
官
補
（
18

歳
以
上
34
歳
未
満
）

募
集
期
間　

８
月
１
日
〜
９
月
７

日
。
た
だ
し
男
子
の
２
等
陸
・
海
・

空
士
は
年
間
を
通
じ
て
募
集
。
予

備
自
衛
官
補
は
７
月
17
日
〜
10
月

15
日
。

申
込
・
問
合
先　

自
衛
隊
岐
阜
地

方
連
絡
部
高
山
出
張
所

☎
０
５
７
７
・
３
２
・
３
０
２
８

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

森
住
宅
な
ど
３
戸

○
公
営
住
宅
森
住
宅
Ｂ
棟

　

１
０
４
号
、
４
０
３
号

森
１
５
３
０
番
地
▽
中
層
耐
火
４

階
建（
昭
和
53
年
度
建
設
）、３
Ｋ
、

住
宅
使
用
料
・
１
４
８
０
０
円
〜

２
４
６
０
０
円

○
特
定
公
営
賃
貸
住
宅
無
数
原
団

地
（
単
身
用
）
１
０
２
号

小
坂
町
無
数
原
58
番
地
３
▽
耐

火
２
階
建
（
平
成
10
年
度
建

設
）、
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
住
宅
使
用
料
・

２
０
０
０
０
円
〜
２
８
０
０
０
円

入
居
資
格　

税
金
の
滞
納
が
な
い

こ
と
。住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

月
額
の
所
得
に
つ
い
て
の
資
格
審

査
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

７
月
２
日
〜
20
日

　7月の時報　　朝　夏は来ぬ　　昼　われは海の子　　夕　七つの子

　

応
募
職
種
、
人
数
、
資
格

①
一
般
行
政
職　

若
干
名
（
高
等

学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る

人
）

②
一
般
行
政
職
（
身
体
に
障
が
い

の
あ
る
人
）　

１
名
（
高
等
学
校

卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
人
。

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
。
自
力
で
通
勤
で
き
、

介
護
者
な
し
で
一
般
事
務
職
と
し

て
の
職
務
が
可
能
な
人
。
活
字
印

刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る

人
）

③
消
防
職
員　

若
干
名
（
高
等
学

校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る

人
。
救
急
救
命
士
の
資
格
を
有
す

る
人
は
申
込
書
に
記
入
の
こ
と
）

④
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
（
あ
さ
ぎ
り
サ

ニ
ー
ラ
ン
ド
）　

２
名
（
介
護
福

祉
士
の
資
格
を
有
す
る
人
）

⑤
学
芸
員　

若
干
名
（
学
芸
員
の

資
格
を
有
し
、
２
年
以
上
の
遺
跡

発
掘
調
査
の
実
務
経
験
が
あ
る

人
）

⑥
理
学
療
法
士
（
金
山
病
院
）　

１
名
（
理
学
療
法
士
の
免
許
を
有

す
る
人
）

⑦
看
護
師
（
金
山
病
院
、
あ
さ
ぎ

り
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
）　

３
名
（
看

護
師
免
許
を
有
す
る
人
）

※
資
格
は
い
ず
れ
も
、
平
成
20
年

３
月
末
ま
で
に
学
校
卒
業
ま
た
は

資
格
取
得
見
込
み
の
人
を
含
み
ま

す
。
ま
た
、
地
方
公
務
員
法
第
16

条
の
該
当
者
は
受
験
資
格
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　

年
齢
要
件

①
〜
④
、
⑥　

昭
和
52
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

⑤
、
⑦　

昭
和
42
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人

　

試
験
の
方
法

①
〜
⑤　

一
次
試
験
・
一
般
教
養

と
適
性
検
査
（
９
月
16
日
・
飛
騨

高
山
高
等
学
校
山
田
校
舎
）
▽
二

次
試
験
・
面
接
と
論
文
試
験
、
③

は
体
力
検
査
も（
10
月
中
旬
予
定
）

⑥
、
⑦　

面
接
（
日
程
は
後
日
通

知
し
ま
す
）

　

申
込
方
法

「
下
呂
市
採
用
試
験
申
込
書
」
に

よ
り
、
最
終
学
歴
の
成
績
証
明
書

を
添
付
（
⑥
、
⑦
は
卒
業
ま
た
は

そ
の
見
込
み
の
証
明
書
と
、
健
康

診
断
書
も
）
の
上
提
出
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
①
〜
⑤
市
役
所
人

事
課
、
各
振
興
事
務
所
、
⑥
⑦
金

山
病
院
、
⑦
あ
さ
ぎ
り
サ
ニ
ー
ラ

ン
ド
に
あ
り
ま
す
。

　

受
付
期
間

　

７
月
２
日
〜
31
日

　

提
出
方
法

　

持
参
、
郵
送
と
も
に
可
。
た
だ

し
⑥
、
⑦
は
持
参
の
み
。
な
お
持

参
は
土
曜･

日
曜
・
祝
日
を
除
き

ま
す
。
郵
送
は
31
日
消
印
有
効
。

　

申
込
・
問
合
先

①
〜
⑤　

〒
５
０
９
・
２
２
９
５

下
呂
市
森
９
６
０
番
地　

下
呂
市

役
所
総
務
部
人
事
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
２
２
０

〜
２
２
２
）

⑥
、
⑦　

〒
５
０
９
・
１
６
９
３

下
呂
市
金
山
町
金
山
２
５
９
４
番

地　

下
呂
市
立
金
山
病
院

⑦　

〒
５
０
９
・
２
５
０
６　

下

呂
市
萩
原
町
羽
根
２
７
１
０
番
地

３　

あ
さ
ぎ
り
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド

☎
52
・
１
２
７
９

平成 20 年度採用

下呂市職員募集
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美
濃
加
茂
市
、
飛
騨
川

河
畔
の
Ｅ
ボ
ー
ト
交
流
会

Ｅ
ボ
ー
ト
は
、
10
人
乗
り
の
手

漕
ぎ
ボ
ー
ト
で
、
初
心
者
で
も
安

全
に
楽
し
め
ま
す
。
飛
騨
川
の
約

２
０
０
㍍
の
コ
ー
ス
で
レ
ー
ス
を

行
い
ま
す
。
参
加
料
は
無
料
。

日
時　

８
月
25
日　

９
時
受
付

場
所　

美
濃
加
茂
市
下
米
田
小

山
、
小
山
観
音
周
辺
飛
騨
川

チ
ー
ム
編
成　

一
般
・
中
学
生
以

上
１
チ
ー
ム
10
人
以
上
▽
小
学

生
・
４
〜
６
年
生
８
人
と
大
人
２

人
（
乗
船
で
き
る
の
は
10
人
）

募
集
期
間　

７
月
２
日
〜
８
月
３
日

申
込
・
問
合
先　

企
画
部
総
合
政

策
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
２
５
３
）

11
月
の
農
林
水
産
業
祭
に

野
菜
を
出
し
ま
せ
ん
か

11
月
10
日
と
11
日
、「
第
１
回

下
呂
市
農
林
水
産
業
祭
」
が
、
あ

さ
ぎ
り
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
野
菜
の
品
評
会
、
展
示

即
売
会
を
同
時
開
催
し
ま
す
。
市

内
で
育
て
た
野
菜
を
出
品
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
、
現
在
募
集
中
で

す
。

申
込
・
問
合
先　

農
林
部
農
務
課

☎
52
・
２
０
０
０
（
内
線
４
１
０
）

地
域
の
子
育
て
支
援
活
動
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

県
で
は
、
地
域
の
子
育
て
支
援

活
動
を
充
実
し
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
育
て
る
岐
阜
県
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
子
育
て
支
援
に
理

解
と
熱
意
が
あ
る
方
を
「
子
育
て

マ
イ
ス
タ
ー
」
と
し
て
募
集
・
登

録
し
ま
す
。ま
た
、活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　

７
月
17
日

申
込
・
問
合
先　

県
庁
子
ど
も
家

庭
課
子
育
て
支
援
担
当

☎
０
５
８
・
２
７
２
・
１
１
１
１

 

（
内
線
２
６
３
５
）

７月１日（日）
■下呂温泉合掌村 7 月公
演「藤千代之助一座」29
日まで。10 時～、14 時～
の 2回公演。　☎ 25-2239

　御嶽少年自然の家イベント案内
　小学生以上の子とその家族、または一般の
２人以上のグループで。イベント名、郵便番号・
住所・氏名・年令・電話番号を明記の上、はがき、
FAX、またはＥメールでお申し込みください。

■沢歩き探検と木ぼっくり作り
日　時：8月 25 日（土）～ 26 日（日）
申込期間：7月 17 日～ 8月 10 日
参加費：2,500 円（材料代別）

兵衛（ひょうえ）谷の
沢歩きを体験。また自
然の材料を用いたクラ
フト「木ぼっくり」作
りを楽しみます。

ヘ
ル
シ
ー
ス
イ
ー
ツ

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

下
呂
市
内
で
作
ら
れ
て
い
る
野

菜
な
ど
を
使
っ
て
、
体
に
い
い
お

菓
子
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
５
年
生

以
上
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
の

ペ
ア
。
ま
た
は
市
内
の
中
学
生
同

級
生
同
士
の
ペ
ア
。

募
集
期
間　

７
月
２
日
〜
27
日

応
募
方
法　

応
募
用
紙
（
市
役
所

や
各
振
興
事
務
所
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
作
品

の
写
真
も
し
く
は
イ
メ
ー
ジ
図
を

添
付
し
、
左
記
ま
で
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

審
査　

書
類
選
考
通
過
者
が
、
８

月
７
日
13
時
30
分
か
ら
、
星
雲
会

館
調
理
室
で
行
わ
れ
る
本
審
査
に

参
加

申
込
・
問
合
先　

飛
騨
地
域
下
呂

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

☎
52
・
３
１
１
１
（
内
線
２
５
２
）

問

問

問

問

●健康フォーラム
　7月 28 日（土）　参加料無料
18 時 30 分から県鍼灸（しんきゅう）
マッサージ師会の岩田誠理事による
講演。19 時からエアロビクス指導員
による「腰痛・肩こり予防のいす体操」
の実演指導。先着 100 名。参加者に
は記念品を進呈します。
※当日 19 時 30 分からの「四美ナリ
エ＆二胡の夕べ」の前に行われます。

問

問

■下呂市民会館展示コー
ナー「飛騨版画他年賀状展
（東池貢さん）」31 日まで。
　下呂教育室☎ 25-2252

７月９日（月）
■「地産地消生き生き青空
市（湯之島）オープン」湯
之島 YY 広場で毎週月曜日
10時～12時。10月末まで。
　農林部農務課

７月１２日（木）
■「地産地消生き生き青空
市（森）オープン」下呂温
泉駐車場（よし乃跡地）で
毎週木曜日 10 時～ 12 時。
10 月末まで。　農林部農
務課

７月１３日（金）
■「地産地消生き生き青空
市（萩原）オープン」市役
所萩原庁舎前で毎週金曜日
15 時～ 16 時 30 分。10 月
末まで。　農林部農務課

問

〒 509-3111　小坂町落合 ｢御嶽少年自然の家｣
☎ 62-3655　FAX 62-3659
　　c27216@pref.gifu.lg.jp
ホームページ　http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/
　　　　　s27216/index.htm　

南ひだ健康道場（萩原町四美）
☎ 55-0010　Fax 55-0444

■「若井敦子さん講演会」
19時30分～、星雲会館で。
入場無料。演題「可能性
への挑戦～私、世界チャ
ンピオンになります～」。
　教育委員会スポーツ課
☎ 52-2900

７月２８日（土）
■「第 18 回岐阜県畜産
フェア」10 時～、恵那市
長島町鍋山の岐阜県東濃
牧場で。翌 29 日も（9時
～）。特産品販売や体験
コーナーなど。　県畜産
協会☎ 058-271-1111（内
線 2616）

イベント案内
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■今月の市税■
☆固定資産税 … 第２期分
☆国民健康保険税 … ７月分
●納期限は 7月 31 日です。

下呂市と岐阜県は、県税･市税の徴収強
化策として、共同徴収を連携して実施
しています。

防
ご
う
犯
罪
と
非
行

助
け
よ
う
立
ち
直
り

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
強
調
月
間
で
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
、
今
年
で
第
57
回
目
を

迎
え
ま
す
。 

総
務
部
総
務
課

介
護
保
険
被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
が
廃
止
に

平
成
17
年
10
月
に
介
護
保
険
法

施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
、
有
効
期

限
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
前
に
被
保
険
者
証
の
交
付

法
務
局
な
る
ほ
ど
市
民
講
座

を
開
設
し
ま
す

住
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
疑
問

に
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
、
法
務
局
の
職
員
が
解
説
し

ま
す
。

日
程　

９
月
１
日
〜
10
月
６
日
ま

で
の
毎
週
土
曜
日
（
９
月
22
日
を

除
く
）
計
５
回　

14
時
〜

場
所　

高
山
市
民
文
化
会
館

内
容　

相
続
登
記
、
遺
言
書
に
つ

い
て
な
ど
（
定
員
40
人
）

申
込
期
限　

８
月
24
日

申
込
・
問
合
先　

岐
阜
地
方
法
務

局
高
山
支
局

☎
０
５
７
７
・
３
２
・
０
９
１
５

を
受
け
ら
れ
た
方
の
有
効
期
限
が

平
成
19
年
３
月
31
日
と
な
っ
て
い

て
も
、被
保
険
者
証
は
有
効
で
す
。

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に

は
、
被
保
険
者
証
を
持
参
し
要
介

護
認
定
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

新
た
に
認
定
を
受
け
た
り
更
新
を

行
っ
た
り
す
る
方
か
ら
、
有
効
期

限
の
記
載
の
な
い
被
保
険
者
証
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

健
康
福
祉
部
福
祉
課
介

護
保
険
室　

☎
53
・
０
１
５
３

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
か
し
器

を
使
う
時
は
ご
注
意
を

最
近
、
換
気
不
良
に
よ
り
、
小

型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
し
器
で
の
一
酸

化
炭
素
中
毒
に
よ
る
死
亡
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
必
ず
換
気
を

し
て
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
よ
る

死
亡
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

物
が
燃
え
る
に
は
、
新
鮮
な
空

気
が
必
要
で
す
。
十
分
な
換
気
を

し
な
け
れ
ば
、
空
気
が
不
足
し
、

一
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。
一

酸
化
炭
素
は
無
色
無
臭
で
す
。
頭

痛
や
吐
き
気
で
異
変
に
気
づ
い
た

時
に
は
、
手
足
が
し
び
れ
て
動
け

ず
、
手
遅
れ
に
な
っ
て
死
に
至
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

経
済
産
業
省
商
務
情
報

政
策
局　

製
品
安
全
課

☎
０
３
・
３
５
０
１
・
４
７
０
７

ショッピングセンターＰ
ピ ア

ｉａ　10:30 ～ 13:0014:00 ～ 16:0023日

にご協力ください

７月のスケジュール
献血

７月は「愛の血液助け合い運動」月間。日
本赤十字社などが全国各地でイベントなど
を実施し、献血協力を呼びかけます。

地域 投票所 投票時間

萩原 萩原、上村、羽根 7:00 ～ 19:00
上記以外の投票所 7:00 ～ 18:00

小坂 全投票所 7:00 ～ 18:00

下呂

東上田、湯之島、幸田、森、
小川、少ヶ野、大淵三原 7:00 ～ 20:00

御厩野、野尻、宮地、乗政 7:00 ～ 19:00
上記以外の投票所 7:00 ～ 18:00

金山
金山 7:00 ～ 19:00
新田 7:00 ～ 16:00
上記以外の投票所 7:00 ～ 18:00

馬瀬 全投票所 7:00 ～ 18:00

期日前投票について
　期日前投票の期間は 7 月 13 日から 28日までで
す。投票時間は 8 時 30 分から 20時までで、投票
所は下記のとおりです。

　○萩原開票区　市役所萩原庁舎
　○小坂開票区　小坂振興事務所
　○下呂開票区　市役所下呂庁舎
　○金山開票区　金山振興事務所
　○馬瀬開票区　馬瀬振興事務所

　なお、下呂開票区では上記以外に竹原、中原、上
原の各出張所において 7月 26 日から 28 日まで、
8時 30分から 17時まで期日前投票ができます。

第21回

参議院議員通常選挙
公示日　7月 12 日（木）
投票日　7月 29日（日）

問合先）　下呂市選挙管理委員会（市役所総務部総務課内）　☎ 24-2222（内線 212）

投票時間について
　各投票所の投票時間は、下表のとおりです。

サマージャンボ宝くじは 7/19 ～ 8/7 に発売。この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。
2007.71 GERO 16



自
分
の
体
力
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
下
呂
市
体
力
測
定
」
を
開
催
。

市
体
育
指
導
委
員
が
、
測
定
の
お

手
伝
い
と
測
定
結
果
の
分
析
を
行

い
ま
す
。
１
年
に
一
度
、
自
分
の

体
力
を
知
る
機
会
と
し
て
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
事
前
の
申
込

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

日
程
（
会
場
）　

７
月
３
日
（
馬

瀬
・
総
島
小
体
育
館
）
▽
７
月
４

日
（
小
坂
・
小
坂
体
育
館
）
▽
７

月
６
日
（
金
山
・
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）
▽
７
月
10

日
（
下
呂
・
上
原
小
体
育
館
）
▽

７
月
11
日
（
萩
原
・
あ
さ
ぎ
り
体

育
館
）

時
間　

19
時
受
付
開
始
▽
19
時
30

分
開
会
▽
19
時
45
分
体
力
測
定
開

始
▽
測
定
終
了
後
、
体
力
診
断
、

助
言
を
受
け
各
自
解
散
。

測
定
種
目　

握
力
・
上
体
起
こ
し
・

長
座
体
前
屈
な
ど

※
そ
の
ほ
か
の
種
目
は
65
歳
未
満

と
そ
れ
以
上
で
変
わ
り
ま
す
。

問
合
先　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
52
・
２
９
０
０
（
内
線
５
３
２
）

食
肉
の
安
全
性
に
関
す
る

意
見
交
換
会
を
開
催

日
時　

７
月
12
日　

13
時
30
分
〜

場
所　

高
山
市
民
文
化
会
館

内
容　

安
全
な
畜
産
物
づ
く
り
や

食
肉
の
検
査
状
況
な
ど
に
つ
い
て

県
職
員
が
説
明
し
、
参
加
者
と
意

見
交
換
。

申
込
・
問
合
先　

県
庁
健
康
福
祉

部
生
活
衛
生
課

☎
０
５
８
・
２
７
２
・
１
１
１
１

 

（
内
線
２
５
６
８
）

電
力
会
社
を
名
乗
っ
た

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
を

最
近
下
呂
市
内
に
お
い
て
、
中

部
電
力
も
し
く
は
そ
の
関
係
会
社

と
偽
っ
て「
電
圧
を
測
定
し
た
い
」

「
料
金
が
安
く
な
る
」な
ど
の
セ
ー

ル
ス
電
話
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
た
場

合
は
、
そ
の
場
で
即
答
せ
ず
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

中
部
電
力
㈱
萩
原
サ
ー

ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
52
・
１
０
４
４

時
間
外
や
休
日
に
も

住
民
票
な
ど
を
受
け
取
れ
ま
す

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、

税
証
明
な
ど
が
、
市
役
所
の
業
務

時
間
内
に
電
話
予
約
す
る
こ
と
に

よ
り
、
時
間
外
や
休
日
に
受
け
取

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

問
合
先　

市
民
部
市
民
課
、
同
税

務
課　

☎
24
・
２
２
２
２

（
内
線
１
１
３
、１
４
１
）

下呂市役所
　下呂庁舎　☎24-2222
　萩原庁舎　☎52-2000
　小坂振興事務所　☎ 62-3111
　金山振興事務所　☎ 32-2201
　馬瀬振興事務所　☎ 47-2111

下呂市教育委員会
　（星雲会館内）　☎52-2900

下呂市消防本部　☎25-5119

クリーンセンター　☎ 26-3397

７月の
市民サロン
　(市長と語る日)
19日（木）9時～
　萩原振興事務所
19日（木）13時30分～
　小坂振興事務所
24日（火）9時～
　馬瀬振興事務所
24日（火）13時30分～
　金山振興事務所
※市長と面談されたい方
　は、各振興事務所市民
　生活課まで申込を。

　時として体に異常を感
じたり、年とともに不安
を感じることもありま
す。そうしたときに気軽
に相談できる「かかりつ
け医」を持つことは安心
につながります。「医者
ともっとコミュニケー
ションをしましよう」と
ある先生。要は患者と医
師の信頼関係を築くこと
が大切です。◇情報化社
会は目まぐるしく変化し
私たちの生活に押し寄せ
てきます。若者たちはそ
んな波を軽々と乗りこな
し生活しています。今年
度から始まる放送・通信
の基盤整備事業。使い方
次第で夢は大きくふくら
みます。若者たちに負け
ないようにと思うのは、
年のせい？。（マ）

日 

に 

ち

会　
　
　

場

11
日（
水
）
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

13
日（
金
）
東
公
民
館

25
日（
水
）
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

27
日（
金
）
東
公
民
館

30
日（
月
）
健
康
館

お
ひ
さ
ま
は
う
す 

７
月
開
館
日

開
館
時
間  

10
時
〜
11
時
30
分

※
30
日
は
「
親
子
で
遊
ぼ
う
」。
親

子
で
作
る
楽
し
い
工
作
を
予
定
い

ま
す
。

子
育
て
支
援
課 

☎
52
・
２
９
０
０

※通常開館日　月～金　10時～ 12時

■ひと足早い夏まつり
　7月 10 日　10 時 30 分～

■～みんなで作ろう～
　ペットボトルでプラネタリウム
　7月 9日～ 13 日　10 時 30 分～

問合先）☎35-2928（亀山）

金山町子育て支援拠点施設
「ひなたぼっこ」からのお知らせ

7月14日(土)
○パワーステージネオ 2007
10 時 30 分～　入場無料
岐阜市の未来会館で８月に開催さ
れるダンスコンテストの飛騨地区
予選です。

7月15日(日)
○無垢の魂・命の鼓動
13 時～　入場無料　
※飛騨太鼓連盟の旗揚げ公演。下
呂市からも飛騨萩原御前太鼓の
「華響」と「くれない組」が出演。

問合先）飛騨・世界生活文化センター
☎ 0577-37-6111

イベント案内

７
月
は
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
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市長のコラム

今
こ
の
原

稿
を
書
い
て

い
る
時
は
６

月
定
例
議
会

の
真
っ
最
中

で
す
。
前
回

５
月
７
日
の

臨
時
議
会
に
続
い
て
今
回
の
議
会

も
傍
聴
者
の
方
が
と
て
も
多
い
よ

う
で
す
。
こ
れ
は
前
回
の
「
辞
職

勧
告
決
議
」
に
市
民
の
皆
さ
ん
が

大
き
な
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
こ

と
の
表
れ
と
思
わ
れ
ま
す
。

前
回
の
「
辞
職
勧
告
決
議
」
は

下
呂
市
内
外
に
大
き
な
波
紋
を
呼

び
、
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
一
部
の

市
民
か
ら
は
こ
の
こ
と
に
対
し
て

文
章
に
よ
る
意
見
表
出
が
な
さ
れ

た
り
、
辞
職
勧
告
決
議
撤
回
要
望

な
ど
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
り
し

て
い
ま
す
。

『
地
方
自
治
は
民
主
主
義
の
学
校

で
あ
る
』（
ブ
ラ
イ
ス
）
と
い
う

有
名
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
自
分
の
生
活
し
て
い
る
地
域
の

政
治
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、
民
主
主
義
の
精
神
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
政

治
学
者
ト
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
は
、「
地

方
団
体
に
お
い
て
自
由
な
人
民
の

力
が
宿
る
。
地
方
自
治
制
度
の
自

由
に
対
す
る
関
係
は
、
小
学
校
の

勉
強
に
対
す
る
関
係
と
全
く
同
じ

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
と
の
是
非
は
と
も
か
く
と
し

て
、
今
回
の
「
辞
職
勧
告
決
議
」

民主主義

が
私
も
含
め
市
民
の
民
主
主
義
精

神
を
涵
養
（
か
ん
よ
う
）
し
て
い

る
こ
と
は
確
か
だ
と
い
え
ま
す
。

民
主
主
義
（
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
）

と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
デ
モ
ス

「
人
民
」
と
ク
ラ
テ
ィ
ア
「
支
配
」

を
結
び
つ
け
た
語
で
「
人
民
に
よ

る
支
配
」
を
意
味
し
ま
す
。
根
本

的
に
〝
個
人
の
自
由
〞
を
尊
重
す

る
思
想
で
、「
最
高
の
政
治
目
的

は
民
主
主
義
の
完
全
な
実
現
に
あ

る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
政
治

を
行
う
上
で
民
主
主
義
は
手
段
で

あ
る
と
同
時
に
そ
れ
自
体
目
的
で

も
あ
り
ま
す
。

固
定
化
さ
れ
た
状
況
の
中
で

は
、
慣
例
で
考
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
い
つ
の
間
に
か
常
識
と
な

り
、
本
来
の
姿
か
ら
か
け
離
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
時
に
民
主
主
義
の
精
神
に
逆
行

す
る
場
合
も
出
て
き
ま
す
。
そ
う

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
我
々
は
常

に
地
域
の
現
状
に
問
題
意
識
を
持

ち
、
勉
強
し
、
互
い
に
議
論
し
、

参
加
す
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
地
域
内
民

主
主
義
の
発
展
に
つ
な
が
り
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
に
つ
な
が

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

下
呂
市
長　

山
田
良
司

　

こ
の
た
び
介
護
保
険
料
収

納
事
務
担
当
職
員
の
職
務
怠

慢
に
よ
り
、
一
部
の
被
保
険

者
の
皆
様
に
対
し
て
平
成

18
年
度
分
の
介
護
保
険
料
の

納
付
書
が
発
行
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
介
護
保
険
制
度
に
対
す

る
市
民
の
皆
様
の
信
頼
を
著

し
く
損
な
い
ま
し
た
こ
と
を
、

大
変
申
し
訳
な
く
、
深
く
お

詫
（
わ
）
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
事
態
を
重
く
受
け

止
め
、
早
急
に
原
因
を
追
究

す
る
と
と
も
に
、
他
の
部
署

に
対
し
て
も
係
る
事
態
の
無

い
よ
う
総
点
検
の
実
施
を
指

示
し
、
再
発
防
止
に
向
け
管

理
体
制
を
徹
底
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
介

護
保
険
事
業
に
対
す
る
信
頼

を
回
復
す
べ
く
努
力
を
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

介
護
保
険
料

収
納
事
務
に

つ
い
て
の
お
詫
び
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飛騨川との合流点から馬瀬川を2㌔
さかのぼると、右岸に馬瀬川へ注ぐ
支流横谷川がある。流域一帯はおよ
そ 1 億年前の中生代白亜紀前期に
形成されたチャート、砂岩、泥岩等
で構成され、これらの岩層をえぐっ
た渓谷を横谷峡といい、飛騨木曽川
国定公園に指定されている。入り口
の白山神社から約 1㌔上流、「横谷
峡四つの滝」と呼ばれる白滝（13
㍍）、二見滝（17 ㍍）、紅葉滝（10 ㍍）、
鶏鳴滝がある。江戸時代の『濃州旬
行記』には、この渓谷は「幽絶の地」
であり、特に鶏鳴滝は「天狗（てん
ぐ）」が住むと言われている、と記
されている。毎年 7 月 1 日には滝
開きの神事が開かれる。
（文・写真　ＮＰＯ法人飛騨小坂 200 滝）

シリーズ　下呂市の滝③

落差 33m
金山町金山　馬瀬川支流・横谷川

鶏
けいめい

鳴滝

古
紙
配
合
率
100
パ
ー
セ
ン
ト
の

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

発
行
／
岐
阜
県
下
呂
市
役
所

毎
月
１
回
発
行

印
刷
／
山
都
印
刷
（
株
）
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昨年施行された「障害者自立支援法」により、
障がい者の方たちの生活は厳しいものになっ
ています。フラップハウスでは身体、知的、
精神の三つの障がいを問わず、「働く」とい
う意欲を持っている方に来てもらい、自分の
力で給料を得ていただければと思っていま
す。現在、農業を中心にリサイクル品の分別
などの仕事をしています。一人ひとりが生き
生きして働ける場所を目指してがんばってい
ます。ぜひ一度お立ち寄りください。

名称：フラップハウス
代表者：今井哲夫　理事長
ＮＰＯ法人登録日：平成 18 年 8月 2日
会員数：23 人（平成 19 年 6月 18 日現在）

フラップハウス

飛騨川

金
山
地
域

下
呂
地
域

加茂郡

:|鶏鳴滝

馬瀬川

横谷川
・金山振興
　　事務所


